
1.活動の概要
2007年4月，都市文化研究センター（Urban-Culture

ResearchCenter，以下，UCRCと略す）が誕生して以

来，UCRCでは，先端レベルの研究成果を生み出し，

大阪市立大学大学院文学研究科を世界最高水準の研究・

教育拠点にするための活動を展開してきた。

UCRCは，文学研究科の共同研究を主導するととも

に，文学研究科に関係する大学院生，若手研究者への高

度な教育・研究支援，文学研究科教員への利便性の高い

研究支援などを目的として活動している。

そのため第一に，大阪市立大学の学内競争的資金であ

る「戦略的研究（萌芽研究・重点研究）」などに応募し，

研究資金を獲得して多角的，機動的な研究活動を行って

いる。2014年度は，「戦略的研究」への応募の結果，

「重点研究（B）」3件（うち継続分2件）と「萌芽研究」

1件（継続分），若手1件（新規分）が採択された。

さらに，G-COEに準ずる競争的資金である日本学術

振興会「頭脳循環を加速する戦略的若手研究者海外派遣

プログラム」では，「東アジア都市の歴史的形成と文化

創造力」（2011～13年度），「EU域内外におけるトラン

スローカルな都市ネットワークに基づく合同生活圏の再

構築」（2012～2014年度）のうち，前者が前年度末で終

了したため，新たな応募にもチャレンジしたが，今回も

惜しくも採択をのがした。

大学院生・ODなど若手研究者に対する支援事業とし

ては，国際発信力育成インターナショナルスクール（IS）

を運営し，国際学会における英語での研究発表，国際学

会誌への英文投稿などの技術力養成に努めた。「組織的

な若手研究者等海外派遣プログラム」（ROV，2009～

12年度）の終了を受け，その後継事業として文学研究

科では，若手研究者の海外における学会発表や調査への

渡航費補助事業を 2013年度から実施，14年度も継続

している。さらに，若手研究者に発表機会を提供するた

めに，雑誌『都市文化研究』と，英文電子ジャーナル

『UrbanScope』を引き続き編集・発行している。

また，UCRC研究員制度（14年度から名称を変更）

を継続し（このニュース記事末尾の「表 2014年度ド

クター研究員一覧」参照），学位取得の支援，研究環境

の整備に努めた。意欲的な研究員には，ドクター研究員

プロジェクトによって研究資金を提供し，科学研究費を

申請するためのアドバイスも行っている。企業・財団な

どによる研究・留学資金提供についても恒常的に情報提

供を行っている。なお，ISやUCRC研究員制度は文学

研究科以外にも門戸を開いており，学内他部局や学外か

らの応募・採用も少なくない。

教員への研究支援策としては，科学研究費申請を後援

する事業を今年度も実施した。最新の研究成果を市民に

還元する事業として，上方文化講座を継続して開催した

ほか，2013年度には文学研究科叢書第8巻を刊行し，

現在，第9巻の編集も進めている。

2.スタッフ
UCRCの運営にあたる教員スタッフ（コアメンバー）

は以下の通りである（順不同）。2014年度も，所長・副

所長を含む事務局メンバー4名体制を維持した。

所長：大場茂明教授（地理学）

副所長（事務局長）：佐賀朝教授（日本史学）

事務局：仁木宏教授（日本史学），佐伯大輔准教授

（心理学）

常任研究員：井狩幸男教授（言語応用学），池上知子

教授（研究科長，心理学），石田佐恵子教授（社会

学），塚田孝教授（日本史学），白田由樹准教授（ド

イツ語フランス語圏言語文化学），伊地知紀子教授

（社会学），海老根剛准教授（表現文化学），久堀裕

朗准教授（国文学），添田晴雄准教授（教育学），祖

田亮次准教授（地理学），滝沢潤准教授（教育学），

野村親義准教授（東洋史学），増田聡准教授（アジ

ア都市文化学）

以上のほか，UCRC研究員もスタッフとして研究活

動に参加しており，その活動は研究上の履歴ともなる。

●UCRCコア・メンバー会議の開催

第55回 2013年12月13日

第56回 2014年1月16日

第57回 2014年3月14日

第58回 2014年4月11日

第59回 2014年5月 9日

第60回 2014年6月13日

第61回 2014年7月11日

第62回 2014年10月10日

第63回 2014年11月14日

第64回 2014年12月5日

●UCRCのホームページ

http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/UCRC/
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2014年度のインターナショナルスクールは，文学研

究科予算と教育推進本部経費の助成を受け，以下の活動

を行った。

1.IS集中科目
大学院・学部共通科目「国際都市社会論Ⅱ」を4日間

の日程で開催した。昨年度のIS事業再編により，この

事業を学部と前期博士課程の教育に重点を置くプログラ

ムに変更し，海外から招聘した研究者と文学研究科の教

員・大学院生・UCRC研究員との研究レベルの交流事

業とは別に行っている。今年度は，国内の大学から招い

た講師により，英語による講義と受講者同士のディスカッ

ションを含む集中講義として実施した。

日程と講義タイトルは以下の通りである。

9月16日（火）・17日（水）

講師：中谷健太郎（甲南大学文学部教授）

講義タイトル：Comparativelinguistics:Whatcom-

monprinciplesunderlieEnglishandJapanese?

9月18日（木）・19日（金）

講師：森 正人（三重大学人文学部准教授）

講義タイトル：Geographicalrepresentation and

imagination,andvisualityofJapan

2.IS研究交流セミナー
昨年度より上記のIS集中科目から独立した形で，海

外から招聘した研究者による講演と，本研究科の大学院

生や研究員の発表を含めた研究交流の場として当セミナー

を開催してきている。2014年10月末の時点では，昨年

度において延期となった1件のセミナーを今年度の前半

に実施している。

第1回IS研究交流セミナー

5月11日（土）13:00-15:30

AntoniousAugoustakis（AssociateProfessor,Uni-

versityofIllinois）・GreeksandRomans:Litera-

ture,Religion,Culture・（同日に予定されていた

若手研究者発表は事情によりキャンセルとなった。）

11月以降も，イリノイ大学（11月），チュラロンコン

大学（12月）などから招聘した研究者との交流セミナー

3件が年度内に予定されている。

3.その他のプログラム
6月から 9月にかけて，本学研究科の大学院生と

UCRC研究員を対象に，英語での研究発表の訓練を行

う「トレーニングプログラム」を実施した。具体的には

各々の発表原稿（英文）の作成とブラッシュアップ，プ

レゼンテーションの訓練と発表ツールの作成指導，質疑

応答のリハーサルまで英語による学術発表の基礎的スキ

ルのレッスンを行った。このプログラムに参加した若手

研究者は，海外の学会やシンポジウム等のほか，IS研

究交流セミナーで発表を行い，海外から招聘した研究者

との質疑応答や意見交換を行うこととしている。

また，前期博士課程の授業科目として「アカデミック・

コミュニケーションⅠ（前期），Ⅱ（後期）」を開講して

いる。Ⅰは英語でのプレゼンテーション，Ⅱは英文ライ

ティングの基礎的内容を扱う科目である。

さらに，若手研究者が論文を外国語で発表するための

支援として「外国語論文校閲補助」や「ライティングセ

ミナー（応用編）」を，国際的な研究交流が活発に行わ

れる環境づくりを目指した「IS日常化プログラム」（外

国研究者による単発レクチャー）を実施している。

日本学術振興会が募集した「頭脳循環を加速する若手

研究者戦略的海外派遣プログラム」に応募し，2011年，

事業名（研究課題）「東アジア都市の歴史的形成と文化

創造力」で採択された。

本プログラムは，国際共同研究のネットワークの核と

なる優れた研究者を育成し，わが国の学術振興をはかる

ことを目的としている。大学の国際研究戦略に沿って，

世界水準の国際共同研究に携わる若手研究者を海外へ派

遣し，様々な課題に挑戦する機会を提供する取り組みが

支援されるものである。

「東アジア都市の歴史的形成と文化創造力」は，2011

～2013年度の3ヶ年のプログラムで，担当研究者は，

仁木宏（主担当），井上徹，松浦恆雄，平田茂樹，野崎

充彦，塚田孝，佐賀朝，川野英二，伊地知紀子である。

この9名で，「頭脳循環」アジア運営委員会を構成した。

1.若手研究者の派遣
若手研究者は，合計5名を派遣した。最後の2名が

2013年度末まで協力機関で研鑽を積んだ。

ニュース
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国際発信力育成

インターナショナルスクール

白田由樹（文学研究科准教授，常任研究員）

頭脳循環を加速する

若手研究者戦略的海外派遣プログラムⅠ

仁木 宏（文学研究科教授，常任研究員）



2.国際共同セミナー
2014年2月7日 大阪市立大学都市文化研究センター・

釜山大学校韓国民族文化研究所第4回共同学術会議「中

世・近世における都市の姿と生―韓国と日本の事例―」

釜山大学校仁徳館大会議室。

報告：仁木宏（大阪市立大学）「古代・中世大阪の都

市変遷―都城・宗教都市・城下町―」。チョン・ウンジョ

ン（釜山大学校）「13，14世紀開京の景観変貌と禁軍強

化」，金子裕樹（大阪市立大学）「壬辰倭乱期漢城におけ

る道徳・非道徳の実践諸相」。指定討論：シン・ドンギュ

（東亜大学校），チョ・ジョンミン（釜山大学校），キム・

ヒョンヨン（韓国国史編纂委員会）。報告：八木滋（大

阪歴史博物館）「17世紀大坂の都市開発―道頓堀とその

周辺地域を中心に―」，塚田孝（大阪市立大学）「近世大

阪の非人の＜家＞と＜人別＞」，ピョン・グァンシク

（釜山大学校）「朝鮮後期東�の都市空間的性格」，ヤン・

ホンスク（釜山大学校）「朝鮮の二つの国境都市，義州

と東�の同/異」。指定討論：佐賀朝（大阪市立大学），

オ・ミイル（釜山大学校），大澤研一（大阪歴史博物

館）。

3.総括シンポジウム
総括シンポ「東アジア都市における集団とネットワー

ク―伝統都市から近現代都市への文化的転回―」を，

2013年12月6日・7日，学術情報総合センターの文化

交流室ならびにAVホールで開催した。本シンポは，

大阪市立大学文学部創設60周年記念事業の一環にも位

置づけられた。

第1日（12月6日）

全体会 挨拶／西澤良記（大阪市立大学学長），趣旨説

明／仁木宏（大阪市立大学），記念講演／吉澤誠一郎

（東京大学）「近代天津の貿易とその後背地」，宮嶋博

史（成均館大学）「戸籍大帳を通じてみた朝鮮時代の

都市：研究史の概観」

第 1会場 久保田和男（長野工業高等専門学校）「北宋

都城開封の形成と文化創造―社会集団としての軍人と

都人」，渡辺健哉（東北大学）「元の大都における宗教

空間」，美川圭（立命館大学）「日本の中世都市の構造－

政治と文化・宗教－」，仁木宏（大阪市立大学）「社会

集団からみる中世京都」，唐力行（上海師範大）「16

世紀以来長三角地区経済社会的整合与発展」，野崎充

彦（大阪市立大学）「15世紀朝鮮における＜儒＞の位

相―『慵斎叢話』の世界から」

第 2会場 神田由築（御茶の水女子大学）「都市大坂と

芸能文化－浄瑠璃・祭礼など」，松浦恆雄（大阪市立

大学）「聴衆から見た電化教育―ラジオドラマを中心

に―」，洪煜（上海師範大）「近代上海大衆媒介与評弾

文化空間」，呉強華（上海師範大学）「滬劇社団与近代

滬劇都市化改良」，浅野秀剛（大和文華館）「吉原の女

芸者の誕生―付，描かれた女芸者」

第2日（12月7日）

第 1会場 柳静我（鳥取大学）「清代における辺境都市

打箭炉の形成と発展―中華文明とチベット仏教世界の

狭間で―」，塚田孝（大阪市立大学）「都市社会史の方

法―日本近世都市史研究の展開と大坂―」，邱澎生

（香港中文大学）「十九世紀前期重慶城債務訴訟中的

「証拠」問題」，孫慧敏（中央研究院）「賃居者的城

市：近代上海房屋租賃法文化的形成与拡散」，高東煥

（KAIST大学）「朝鮮時代における都市の概念，およ

びその形成過程」

第 2会場 徐茂明（上海師範大学）「近代蘇州士人対上

海都市的傾慕与拒斥」，林美莉（中央研究院）「上海市

政治協商会議対上海歴史的建構，1959-1965」，車喆旭

（釜山大学校）「前近代軍事都市から近代植民都市への

変化 ―慶南統營の事例を中心に―」，橋谷弘（東京

経済大学）「東アジアにおける植民地都市の近代性」

全体会 問題提起／井上徹（大阪市立大学），佐賀朝

（大阪市立大学）

なお，本シンポの成果は，大阪市立大学文学研究科叢

書第9巻『東アジア都市における集団とネットワーク』

（清文堂出版）として2015年度に刊行される予定である。

4.総括と評価
本プログラムは2014年3月末をもって終了した。事

後評価をうけるために3年間の活動を総括するための実

施報告書を9月に提出した。

3年間の補助金支出額は，52,470,766円。派遣した若

手研究者はのべ 10人（実際には，5人が複数年度にわ

たって派遣された）。派遣された若手研究者のうち，日

本人は，これまで経験しなかった長期間の海外研究の機

会を得ることができた。その結果，国際的な研究ネット

ワークの場において研究の実践を積み，海外の研究者と

の強固な関係を結ぶことに成功した。また日本・海外

における多くの機会で研究発表するとともに，膨大な

研究業績を上げた。一方，外国人留学生で派遣された

ものは，自国で腰を落ち着けて研究に取り組むことがで

き，「第二の飛躍」を遂げた。今後は，日本と自国の研

究ネットワーク構築のために尽力してくれるものと期待

される。

国際共同研究の成果。本研究によって，16世紀以降，

中国本土においては，先進地域（江南）における社会の

都市化が漢民族の領域を越えて，多民族多文化の境界地

帯へと拡大し，その結果として，中国文明への非漢族の

包摂＝儒教化が推進され，民族的境界上の都市が儒教化

の拠点として機能したことが判明した。こうした分析に

よって，従来の研究の弱点であった近世の伝統都市に対
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する理解を深め，さらには伝統都市の成熟にいたる都市

形成の歴史を連続的に把握することが可能となった。中

国の城郭都市と都市化の構造は朝鮮半島，日本にも影響

を与えた。儒教化の潮流は朝鮮を巻き込み，科挙制度，

宗族など儒教文化が受容されたが，社会の都市化の局面

はソウルなどごく狭い範囲にとどまった。日本における

都市の歴史は中国の都城を導入することで開始されたが，

日本固有の都市は城壁をもたない都市として成立し，政

治システムや都市構造に対する儒教文化の影響は限定的

であったことが確認された。

東アジア諸都市で独自に醸成された都市文化の伝統は，

近代都市を依然として拘束し，1970年代以降のグロー

バル化のなかで成立する現代都市において新たな形で再

生されつつある。本研究では，伝統文化を焦点とした比

較研究により，域内に共通する固有の都市文化の創造を

見通した。

文学研究科は，本事業で協力いただいた海外の研究機

関とは，いずれも本事業実施以前から相互に深いつなが

りをもっていたが，そうした関係は本事業によって一層

強固になり，今後も発展させてゆく予定である。具体的

には，教員や若手研究者の相互派遣，合同調査，国際学

会の共同開催などである。たとえば，釜山大学校とは，

共同学術会議を毎年2月初旬，交互に開催し，報告者・

参加者として教員のみならず，若手研究者が参加してい

る。今後もこの会議を継続してゆく予定である。

なお，12月に日本学術振興会から示された事後評価

のうち，「総合的評価」は「概ね高く評価できる」（4段

階評価の第2位評価）であった。

日本学術振興会が募集する「頭脳循環を加速する若手

研究者戦略的海外派遣プログラム」にUCRCを主体と

して申請し，2012年度に採択された。共同研究テーマ

は「EU域内外におけるトランスローカルな都市ネット

ワークに基づく合同生活圏の再構築」で，2012年度～

2014年度の3カ年にわたるプログラムである。

担当研究者は，大場茂明（主担当，地理学），大黒俊

二（西洋史学），北村昌史（西洋史学），福島祥行（ドイ

ツ語圏フランス語圏言語文化学），海老根剛（表現文化

学），草生久嗣（西洋史学）の6名で，このメンバーが

「頭脳循環（EUTransNet）」プログラム運営委員会を

構成する。

共同で事業を実施する相手側の研究機関は，①ドイツ

有数の歴史学の拠点の一つであり，地域研究・環境史学

においても知られるビーレフェルト大学歴史学科，②現

代社会研究の拠点であるフランス国立社会科学研究院，

③イタリアの有数の総合大学にして社会史研究に卓越し

たボローニャ大学歴史・人間文化学部である。

1.若手研究者の派遣
2012年度に2名，2013年度に2名，2014年度に3名，

計 7名の若手研究者を派遣した（表「頭脳循環（EU

TransNet）海外派遣者一覧」参照）。2014年度の被派
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頭脳循環を加速する

若手研究者戦略的海外派遣プログラムⅡ

大場茂明（文学研究科教授，UCRC所長）

表「頭脳循環（EUTransNet）海外派遣者一覧」（派遣順，所属は派遣開始時点のもの）



遣者に関しては，ホームページ（「4.ホームページ」参

照）上で公募をおこない，「頭脳循環（EUTransNet）

プログラム運営委員会」による選考を経て，計3名を選

定した。若手研究者は，現地で研究・調査に従事すると

ともに，滞在地の大学・高等研究機関，公的機関による

セミナー，市民講座他の研修に直接参加し，地元の専門

家あるいは同世代の研究者仲間との共同作業を通じたネッ

トワークを構築すべく研修を行なうことになる。

2.国際共同セミナー
2014年度は相手側研究機関であるビーレフェルト大

学で国際共同セミナーを開催した。プログラムは以下の

とおり。

第3回「EuropeinTimesofGlocalisation」（2014年

10月28日13:00～18:00，ビーレフェルト大学歴史学

科X棟E1-109）

開会の辞：AngelikaEpple（ビーレフェルト大学）

趣旨説明：大場茂明（主担当，地理学）

報告1：Franz-JosefArlinghaus（ビーレフェルト大学）

「Howtotalkwithcitizens?Writingandformsof

communicationbetweencouncilmenandcitizensin

latemedievalCologne」

報告2：有田豊（UCRC）「CollectiveConsciousnesson

theWaldensesafter1848」

報告3：犬童芙紗（UCRC）「HamburgerSingakademie,

CharityConcertsandSocietyintheNineteenth-

andTwentieth-Centuries」

報告4：北村昌史（西洋史学）「TheForestSettlement

byBrunoTautinPastandPresent」

報告 5：DavidGilgen（ビーレフェルト大学）「The

LocationofInnovationandCommons.Localitiesand

RegionalVarietiesofCapitalism inpostricardian

Globalisation」

司会：福島祥行（ドイツ語フランス語圏言語文化学）

3.個別セミナー
3.1.「合同生活圏研究会」

これまでに計5回の「合同生活圏研究会」を開催した。

2013年11月～2014年11月に開催した研究会の概要は

以下の通り。

第4回「移動とアイデンティティ：「移民文学」とトラ

ンスローカルな経験の諸相」（2014年2月22日14:00

～18:00，大阪市立大学文学部棟128室）

報告1：浜崎桂子（立教大学）「移動し変容するアイデ

ンティティ―ドイツの移民文学から―」

報告2：真田桂子（阪南大学）「〈移動文学〉の浸透とフ

ランス語圏の変容―移民作家受容の比較的見地から」

第5回「（再）構築される生活圏―地中海・アフリカ」

（2014年7月12日13:30～17:00，大阪市立大学文学

部会議室）

報告1：工藤晶人（学習院女子大学）「移植される生活

圏―近現代の西地中海の事例から」

報告2：桑島穏（UCRC）「人材交流がもたらす開発：

1950-60年代ガーナを事例に」

3.2.若手研究者ミーティング

2013年度に，2012年度被派遣者（2013年10月帰国）

と2014年度被派遣予定者を中心とした「若手研究者ミー

ティング」を下記の要領で開催した。

頭脳循環プログラム（EUTransNet）若手研究者ミーティ

ング（2013年12月21日14:00～17:00，大阪市立大学

サポートセンター第2会議室）

2012年度被派遣者による帰朝報告：

前田充洋（西洋史学専修後期博士課程）「ビーレフェ

ルト留学体験記 研究，生活，交流 」

2014年度被派遣予定者による研究発表：

1：犬童芙紗（UCRC）「19世紀後半から20世紀初頭

のハンブルクにおけるジングアカデミーの活動と都

市の社会的変容」

2：原田亜希子（慶應義塾大学）「16世紀教会国家体

制下におけるボローニャ都市政府」

3：有田豊（UCRC）「ピエモンテの谷を中心としたヴァ

ルド派の歴史的記憶に関する調査活動」

4.ホームページ
各種イベントの情報，若手研究者による派遣報告など

を掲載している。

http://ucrc.lit.osaka-cu.ac.jp/zuno/

5.運営委員会
2013年度（11月以降）

第14回 2013年11月12日（火）

第15回 2013年12月21日（土）

第16回 2014年1月21日（火）

第17回 2014年2月22日（土）

2014年度（2014年11月時点）

第18回 2014年4月16日（水）

第19回 2014年5月20日（火）

第20回 2014年6月12日（土）

第21回 2014年8月7日（木）

第22回 2014年10月7日（火）

第23回 2014年11月11日（火）
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1.研究課題
都市・大阪に関する文化資源・社会調査データアーカ

イブの構築―二次分析を通じた新たな研究主題の創出―

2.研究組織
石田佐恵子（研究代表者・文学研究科）

A班 文化資源担当 池上知子・佐賀朝・伊地知紀子・

笹島秀晃（文学研究科）

B班 社会調査アーカイブ担当 進藤雄三・川野英二

（文学研究科）・福原宏幸（経済学研究科）・福島若葉

（医学研究科）

データベース構築担当 村上晴美（創造都市研究科）

3.協力・共同研究体制
大阪新美術館建設準備室 大阪市経済戦略局文化部

研究主幹 菅谷富夫

財団法人大阪社会運動協会大阪産業労働資料館

館長 谷合佳代子

4.研究経費
2013・2014年度 各150万円（計300万円） 採択

5.研究目的
本プロジェクトは，平成25～26（2013～2014）年度

の2年次研究である。その目的は，これまで収集・実施

されてきた，都市・大阪に関する文化資源，社会調査，

研究資料，研究成果の統合的データアーカイブを作り上

げ，二次分析を通じて新たな研究主題を創出し，アーカ

イブ公開を通して公共の財産として広く社会に還元する

ことである。

6.研究プロジェクト・サイトの更新（2014/10）
「都市・大阪に関する文化資源・社会調査データアー

カイブの構築」

http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/soc/i_juten2013/

7.連続セミナーの開催・研究成果
UCRCと共同で，これまで3回のデータベースの利

用案内セミナーを開催した。また，2015年1月にミニ

シンポジウムを開催予定である。セミナーおよび，初年

度の研究成果についての詳細は，上記HPを参照のこと。

「豊臣大坂城・城下町の総合的研究―「落城」400周

年，文理融合・博学連携プロジェクト―」が2013～14

年度の2ヶ年のプロジェクトとして採択された。構成メ

ンバーには，研究代表者である仁木の他，学内外から

11名に参加いただいている。

①大坂城，②大坂城下町を文献史料，地図・絵図史料，

発掘成果，地質学などから学際的・総合的に分析し，そ

の実態を解明するとともに，③16世紀の東洋・西洋の

都市群との比較を通じて，世界的な社会変動のなかでの

都市大坂成立の歴史的意義を明らかにすることを目的と

している。

1.大坂城エリアの研究
大坂城天守閣をはじめ，大阪市，大阪工業大学など複

数の組織が行った地下ボーリングのデータを収集，分析

し，多数の柱状図を作成。その上で，豊臣期大坂城本丸

地区の復原3次元画像を提案した。さらに，その下面の

地山面，大坂（石山）本願寺期の地形も復原し，中世→

豊臣期→徳川期と段階を追って，どのように当該地域の

地形が変遷を遂げるのか，モデルを提示した。この他，

大阪城天守閣南側広場において地中レーダー探査をおこ

ない，近世本丸御殿の遺構を調査した。レーザー測量機

器を活用し，徳川期大坂城石垣についても詳細な測量図

を作成することに成功した。

本研究の研究成果と，従来からなされてきた絵図研究，

考古学的研究を接合することで，最新レベルで大坂城エ

リアの実態を解明することができた。その成果を広く

市民に公開したのが，連続講座「大阪城の地中を探る」

（2014年3月8日・9日。大阪歴史博物館講堂。公立大

学法人大阪市立大学・公益財団法人大阪市博物館協会包

括連携事業）であった。大澤研一「絵図・文献からさぐ

る豊臣期大坂城の構造」，松尾信裕「豊臣大坂城の石垣

の特徴について」，三田村宗樹「ボーリングデータから

見る大阪城本丸地区における地盤の推移」，市川創（大

阪文化財研究所）「豊臣期大坂城石垣の発掘調査」，岸本

直文「大坂城の石垣普請と新技術による測量の試み」，

谷直樹「本丸御殿に見る豊臣期と徳川期の大坂城」の

6講演を行い，定員を上回る聴講希望者が集まった。こ

の連続講座には，全国から城郭や石垣研究の専門家が多

く集まり，本研究の注目度の高さが証明された。
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2013～14年度 戦略的研究（重点研究B）

の活動Ⅰ

石田佐恵子（文学研究科教授，常任研究員）

2013～14年度 戦略的研究（重点研究B）

の活動Ⅱ

仁木 宏（文学研究科教授，常任研究員）



2.城下町エリアの研究
大坂城下町研究会を継続して開催した。第6回三田村

宗樹「ボーリングデータから見る大阪城本丸地区におけ

る地盤の推移」（1/6），第7回南秀雄（大阪文化財研究

所）「天満寺内町の考古学的調査と研究」（2/17），第8

回仁木宏「16世紀大坂論」（8/11），第 9回曽根勇二

「秀吉の首都圏形成について」（9/2）。本研究会，なら

びに本研究課題全般の成果をまとめる学術書として，大

澤研一・仁木宏・松尾信裕監修／大阪市立大学地域連携

センター・大阪市博物館協会編『秀吉と大坂 ―城と城

下町―』（和泉書院）を2015年に刊行する予定である。

3.世界都市の中の豊臣大坂
関西比較中世都市研究会において研究を推進した。

第17回（4月4日）上野雅由樹（大阪市立大学）「オ

スマン帝都イスタンブルの市域拡大と墓地接収問題：19

世紀のアルメニア人の事例から」，コメント：井上浩一

氏（佛教大学），第18回（7月25日）渡辺健哉（東北

大学）「移動する大カーン－大都と上都とその間」，コメ

ント：山田邦和（同志社女子大学），第19回（9月12

日）河原温（首都大学東京）「中近世ネーデルラントの

都市と兄弟会―スへルトーヘンボスの事例を中心に―」，

コメント：井上徹（大阪市立大学），第20回（12月5

日）久保田和男（長野工業高等専門学校）「中国都城史

上における多重城郭制について―南宋臨安国城私論―」，

コメント：白幡俊輔（関西学院大学）。16世紀の東洋，

西洋の都市群との比較研究を積極的に推進した。

1.概要
本研究プロジェクトは都市問題の一つであるストレス

と精神疾患の関係に着目し，統合失調症モデルラットや

老化促進マウスのような疾患モデル動物のストレス脆弱

性について，精神疾患と関連した行動指標を用いて評価

することを目指したものである。また，この目的に関連

した予備的研究を実施し，上記の目的を達成する上で必

要な基礎的な知見を得ることも目的として行われた。

研究課題と代表者・分担者，研究期間は以下の通りで

ある。

研究課題名：疾患モデル動物のストレス脆弱性に関する

行動科学的研究

研究代表者：川邉光一

分担研究者：小島明子（生活科学研究科），佐伯大輔

（文学研究科）

研究期間：2013年度（1年間）

2.統合失調症モデルラットのストレス脆弱性

の評価
統合失調症モデル動物の一つと考えられている新生仔

期 NMDA受容体拮抗薬（MK-801）反復投与ラットに

ついて，ストレス脆弱性の評価を行った。これらのラッ

トの成育後に20日間の強制水泳ストレスを負荷した後，

行動テストとして感覚運動ゲーティングの指標であるプ

レパルス抑制テスト，作業記憶の指標である自発的交替

テスト，陰性症状の指標である強制水泳テスト，一般活

動性を評価するオープンフィールドテストを実施した。

その結果，新生仔期 MK-801投与ラットは強制水泳テ

ストにおける無動時間が有意に短くなることが分かった。

これは当初の仮説とは逆の結果ではあったが，MK-801

投与ラットはストレス場面に対する慣れや適応が生じに

くいという可能性を示唆するものである。

3.老化促進マウスの行動・認知機能の評価
老化促進マウスのストレス脆弱性評価を実施するため

の予備的な実験として，老化促進マウスの行動・認知機

能をMorris水迷路課題による空間記憶，自発的交替反

応による作業記憶などにより評価した。その結果，老化

促進マウスにおいて顕著な行動障害が認められなかった

ため，行動テストの手続きの見直しを検討している。

4.精神疾患モデルラットの行動・認知機能異

常の評価を行うための新たな行動課題の開

発・評価
ラットにおいて，能動的な忘却機能である指示性忘却

が生じるかどうかをgo/no-go課題を用いて調べた。さ

らに，統合失調症や気分障害など多くの精神疾患におい

て異常が起こるとされ，意思決定や思考，人格などの高

次認知機能に関わるとされる前頭前野を損傷した時に，

指示性忘却にどのような変化が起こるかを調べた。その

結果，go課題遂行時において，統制条件で認められた

指示性忘却効果が損傷条件では認められなくなるという

結果が得られた。この結果は，前頭前野が指示性忘却に

関与していることを示唆する結果である。一方で，no-

go課題の成績，あるいはgo/no-go課題の総成績にお

いては指示性忘却を示唆するような結果が得られなかっ

たこと，最終的にデータとして使用することのできた個

体が極めて少数にとどまったことについては今後の課題

とされた。

都市文化研究 17号 2015年

162

2013年度 戦略的研究（重点研究B）の活動

川邉光一（文学研究科准教授）



1.研究課題と計画の概要
本研究は「17世紀・大坂の都市民衆の生活世界の再

構成―法と社会の視点から―」と題した共同研究であ

る（研究期間は2014-15年度を予定）。

都市大坂の形成・発展において重要な位置を占める道

頓堀の開発は，慶長17年（1612）に成安道頓や安井九

兵衛らによって着手された。道頓は大坂の陣で豊臣方に

属し，敗死するが，陣後の元和元年（1615）に，安井九

兵衛や平野藤次郎らによって道頓堀は完成され，その周

辺の町立てが行われ，その後の都市大坂の住民生活や民

衆社会の形成に大きな影響を与えた。

秀吉の大坂城とその城下町建設から，大坂の陣を経て，

徳川幕府直轄下の都市復興に至る時期は，都市の最底辺

に流入した貧困層によって大坂の非人集団（四ケ所垣外

仲間）が次々と形成されていった時期でもある。安井家

や平野家のような門閥の有力町人から，都市発展の陰で

乞食・貧人化した者たちまでを含む，多様な都市住民諸

階層の実態を解明し，都市社会の形成と構造を明らかに

することは，格差と貧困を広げつつある現代都市の矛盾

を克服する方向を探る上でも重要である。

2012年に，道頓堀の開削と周辺の町立てを主導し，

大坂三郷の一つである南組の惣年寄を勤めた安井九兵衛

の関係史料が，静岡県袋井市の安井家関係者の家から新

たに発見され，そこには17世紀の大坂の実態を窺う貴

重な史料が含まれていることが確認された。本研究は，

この安井家文書に，17世紀の史料を豊富に含む三津寺

町関係史料や垣外仲間（非人身分）の関係史料などもく

わえ，《法と社会》の視点から17世紀の都市民衆の実態

と社会構造を解明することを目的とし，特に，17世紀の

都市法の内容を復元することを目指している。

本研究は，これまでの2つの科研プロジェクト「近世

巨大都市大坂の形成と変容に関する基盤的研究―法と現

実，中心と周縁の視点から―」（基盤研究（B）2005～

2008年）・「近世大坂の「法と社会」―身分的周縁の比

較類型論にむけて―」（基盤研究（B）2010～2013年）

の成果を踏まえ，安井家文書の発見を機に構想したもの

であり，研究代表者・塚田を中心に日本学術振興会「頭

脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プロ

グラム」に応募した研究課題「伝統社会の解体と帝国主

義―周縁の地域史から―」とも相互補完関係にある。

本研究は，17世紀・大坂における都市民衆社会の具

体的な実態を解明し，広く提示することで，地域に生き

る民衆の共同による町づくりを構想する立場から，「歴

史の商品化」がもつ問題性を浮き彫りにすることになろ

う。

具体的な課題としては，①道頓堀地域の社会＝空間構

造分析，②17世紀の大坂町触の分析―《法と社会》の

視点から，③多様な社会的要素と比較（a.京都との

比較，b.個別町の実態比較，c.流入・流出層の実態解

明），④17世紀大坂史像の内外への発信の4つを掲げて

いる。

2.2014年度の研究活動
①「大坂町触を読む会」

7月，10月，12月，3月（予定）に開催し，三津寺町

関係史料に含まれる町触の輪読を進めながら，史料集作

成ための打ち合わせなどを行った。

②道頓堀の社会＝空間や諸社会集団の個別研究

7月 26日には，研究代表者である塚田孝のこれまで

の研究蓄積の批判的検討という形で，近世大坂の身分，

流通，都市社会構造の3分野に即して，「法と社会」の

視角と都市社会＝空間構造分析による近世大坂研究の到

達点と課題をめぐって議論を行った。また，12月 21日

には，研究分担者でもある森下徹氏の著書『近世都市の

労働社会』（吉川弘文館，2014年）を取り上げ，17世紀

における都市流入層の問題や仲仕集団の構造，大坂蔵屋

敷をめぐる社会=空間構造などについて，理解を深め，

課題を探った。さらに，2015年3月には，17世紀にお

ける道頓堀の開発や門閥町人，芝居関係者や多様な関連

諸社会集団をめぐる円座を開催する予定である。

③史料調査

a.抱え下し奉公人史料の調査 宇土藩（熊本）をはじ

めとする九州諸藩の抱え下し奉公人史料の共同調査を

2月，3月に実施する（予定）。

b.阿波材木商人関係の史料調査 17世紀大坂と関係の

深い阿波材木商人の関係史料を3月に共同で調査する

（予定）。

④史料集の刊行

これまでのプロジェクトで収集した史料のうち，17

世紀の研究にとって基礎的な史料となる「大坂諸公事覚

書」（九州大学所蔵）を翻刻し，史料集として刊行する

（3月刊行予定）。同史料は，寛文元年（1661）に作成さ

れたもので，大坂定番の交代にあたり，前任者が後任者

に伝えるために大坂の統治や行政のほか，その対象とな

る都市社会の多様な項目について記述した職務引継資料

であり，今後の17世紀大坂研究の基礎的史料となるで

あろう。
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1.研究課題名
本研究の研究課題名は「AED最適配置にむけた地理

的分析と提言―救急隊現場到着時間を加味したAEDの

実践的配置にむけて」である。

2.研究目的
本研究は，すでに昨年度採択された大阪市立大学戦略

的研究（若手研究）で見出された知見，およびAED検

討委員会が示した設置基準をもとに，AEDの設置場所

について新たな視点で研究を行う。

本研究の目的は，大阪市で発生した心肺停止等の重症

患者の発生場所とAED（AutomatedExternalDefibri-

llator；自動体外式除細動器）設置場所との関係を分析

したうえで，学術的な観点から考慮されてこなかった救

急隊到着時間を加味したAEDの設置場所の評価を，地

理情報システム（GIS）を用いて行い，AEDの最適配

置に向けた提言を行うことである。

3.研究の特色
本研究では，大阪市消防から提供された実際の搬送記

録である数十万件のデータをもとに，従来のAED設置

基準である救急需要やリスク要因のみならず，救急隊の

現場への到着時間（アクセシビリティ）を考慮したAED

設置基準を検討することが本研究の特色である。本研究

において，救急隊到着時間が要する地区においてAED

の配置が十分でない点が確認され，重症患者の救命率に

影響を及ぼす可能性が指摘された場合，この知見は極め

て社会的インパクトが高く，同様の研究が全国様々な地

域で開始されるきっかけとなる。その結果として，AED

の配置施策に本研究は応用可能となり，大阪市のみなら

ず，わが国の重症患者の救命率向上を図る点で，本研究

は社会的な大きな波及効果が期待される。

4.研究内容と進捗状況
本研究では，以下の2点に関して明らかにすることに

より，研究目的を達成する。

① 平成24年に大阪市内で発生した全救急搬送記録を

もとに，重症患者の発生場所，発生場所への救急隊

到着時間，およびAEDの配置場所，人口分布や集

客施設に関するマップを作成し，AEDの配置場所

と重症患者発生との間に乖離があるかどうかを明ら

かにする。

② ①から得られた知見をもとに，AEDの最適な配置

場所を明らかにし，医療機関に対して提示することに

より，今後のAEDの戦略的配置を実施することである。

平成25年度は，大阪府におけるAEDの設置場所等

の情報を有する大阪府健康医療部医療対策課，および，

特定非営利活動法人大阪ライフサポート協会と，AED

データの受領に関する契約を結んだうえで，平成25年

10月1日時点の大阪市内におけるAED設置場所や利

用時間帯などの情報を受領した。また，大阪市消防局か

らは平成24年，25年に発生した約45万件の救急覚知

データの提供を受けた。これらのデータをもとにAED

の配置場所や救急覚知に関するデータベースを構築し，

すべての位置情報を電子地図上にプロットした。

平成26年度は，大阪市内で発生した心肺停止（CPA）

事例を大阪市消防局のデータベースから抽出した。抽出

基準は，Ⅰ.到着時所見・主訴又は主症状，Ⅱ.到着時

所見・心電図，Ⅲ.救急隊処置・心マッサージ，Ⅳ.救

急隊処置・心肺蘇生，Ⅴ.救急隊処置・除細動の5つの

カテゴリとし，これらのカテゴリからCPAに該当する

と考えられるものを抽出した。

その結果，平成24年に大阪市内で発生したと考えら

れる心肺停止事例は，合計4,218件であり，そのうち，

選択搬送のみが2,079件，依頼搬送のみが579件であっ

た。さらに，軽症を除く，合計2,648件が本研究の分析

対象の心肺停止事例となった。

心肺停止場所の多くは住居内に対して，AED設置場

所の多くは商業施設・病院・学校・運動施設などの公的

スペースであり，自宅・集合住宅などの設置は全体の約

1％（21か所）にすぎない。発生頻度を勘案すると，集

合住宅や住宅街の公民館など居住スペースに近接した場

所での更なる設置が望まれることが現時点の調査で明ら

かになった。

今後は，一般利用可能なAEDが設置されていない地

区について，AEDを優先配置すべき場所について分析

を進める予定である。

本研究は，平成25年度の戦略的研究（若手）に「ニュー

ヨーク市SoHo地区における画廊街形成プロセスの研

究」の題目で採択された。本研究の目的は，1960-70年

代のニューヨーク市・SoHo地区における画廊街形成の
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メカニズムを解明することである。SoHo地区は，マン

ハッタン島南端のウォール街とタイムズスクエアなどが

あるミッドタウンの中間に位置しており，50年代中頃

までは，服飾品・紙製品を製造する工場の集積地区であっ

た。50年代後半以降，アメリカ社会の脱工業化の中で

SoHo地区の製造業は衰退し，遊休化した工場など未利

用の建築物が増加した。地域の衰退と時を同じくして，

アーティストが安価な家賃と制作スペースを求めて工場

跡の建築物に居住しコミュニティを形成し始めた。SoHo

地区のアーティストの集住地区は，当該地区における

70年代前半以降の不動産業，商業画廊，高級飲食店流

入の契機となった。本研究は，SoHo地区の変化におけ

る商業画廊街形成の側面を，関係者へのインタビュー，

歴史資料の分析から解明する試みであった。

平成25年度の研究活動の概略は次の3点である，①

米国・ワシントン D.C.にある ArchiveofAmerican

Artにて資料収集を行った。特に集中的に閲覧したのは

LeoCastelli等の当時の有力な商業画廊の資料である。

②ArchiveofAmericanArtのWebサイトからオンラ

インで利用できる画廊関係者のオーラル・ヒストリーを

分析した。特にSoHo地区の最初期に商業画廊をオー

プンさせた画商の一人であるIvanKarpの資料である。

③1971～1977年にニューヨーク市で出版されたギャラ

リー・ガイドブックを分析することによって，画廊の地

理的分布や数を調べた。

こうした研究の成果は，次の二点である。①SoHo地

区における商業画廊が集積するプロセスの基礎的データ

（数・位置・画廊のジャンル）が得られた。②画廊をオー

プンさせた画商達の動機の一部が明らかになった。画商

の動機に関する知見として，先行研究では，立地や建物

の広さなど物理的・経済的メリットを強調したものが多

かった。一方，今回の研究によって，先行研究で指摘さ

れていた論点に加えて，1960年代当時のニューヨーク

市の芸術業界内における対立関係といった別の知見が得

られた。今後はこの点をより詳しく理解していくために，

1960年代ニューヨーク市における芸術業界の状況を解

明するための研究を進めていく予定である。

1.研究課題
本研究の研究課題は「難波宮の総合的研究―文献史学・

考古学など多角的アプローチの試み―」である。

2.研究目的
日本列島では7世紀に入ると，大王（天皇）の王宮

（居住・政務空間）や各官司の執務空間が特定の場所に

集中的かつ大規模に設計・配置されるようになる。これ

らはまず，飛鳥地域に出現し（「飛鳥京」），645年の乙

巳の変を端緒とする「大化改新」においては，現大阪市

の上町台地上に難波宮が整備されることとなる。

難波宮が造営された7世紀半ばは，日本列島において

中央集権的な国家体制の形成が進められた時期でもある。

その中で『日本書紀』に描かれる「大化改新」のプロセ

スは，その「否定論」も含め，史実をどの程度伝えるも

のなのかという点について，これまで多くの議論が積み

重ねられてきた。この大化改新論は，8世紀以降のいわ

ゆる律令国家の形成過程を考える上では避けて通ること

ができない重要テーマである。難波宮は当該期の政治的

中心とされていたため，その具体的な様相（造営時期・

存続期間・規模・使われ方）は，改新論の評価を大きく

左右するものである。

本研究の目的は，日本古代史研究の主要テーマの一つ

である改新論（7世紀史）を念頭に置きつつ，難波宮の

実体を総合的に明らかにすることである。

3.研究の内容
「大化改新」を契機に造営された難波宮は，日本古代

の中央集権的国家体制の成立と密接にかかわる重要な王

宮である。また，その後の「都市大阪」の先蹤をなすも

のでもあることを踏まえれば，難波宮の研究は，大阪の

地域史・都市史を考える上でも看過できないものである。

2014年2月23日に開催された，大阪市博物館協会・

大阪市立大学包括連携協定企画「難波宮発掘調査60周

年記念 シンポジウム 難波宮と大化改新」では，筆者

も含め4人の文献史学・考古学・建築史学の研究者によ

り，難波宮や大化改新に関する研究状況の報告や問題提

起がなされた。

本研究は，これらの成果をより発展・深化させるため，

シンポジウムに参加した研究者を中心とした共同研究会

（難波宮研究会）を立ち上げ，孝徳朝を中心とした7世

紀史や，考古学的発掘調査成果・建築史学的知見から判

明する難波宮の実像，東アジア都城史におけるその位置

づけなどを検討し，難波宮をより多面的に分析すること

を目指している。

4.研究成果
大阪市大の教員のほか，大阪市博物館協会（大阪歴史

博物館，大阪文化財研究所）に所属する研究者により共

同研究会（難波宮研究会）を立ち上げ，各自の興味・関

心に沿いながら7世紀史や難波宮について議論を深めて

いる。また，外部から招聘した研究者にも報告をお願い
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している。

これまでのところ，孝徳朝の土地政策，難波京「朱雀

路」や難波大道の問題，大阪市域の国界・郡界・郷界の

問題など，幅広いテーマの研究報告をもとにしながら議

論を進めている。

研究会の構成員は，市川創（大阪文化財研究所），岸本

直文（大阪市立大学），積山洋（大阪文化財研究所），高橋

工（同左），村元健一（大阪歴史博物館），李陽浩（同左），

磐下徹（大阪市立大学）の7名である。これに加え，外部

から北村安裕氏（岐阜聖徳学園大学），廣瀬憲雄氏（愛

知大学）を研究会にお招きし，報告をお願いしている。

なお，構成員のうち市川・岸本・村元・磐下の4名は，

2015年2月開催のシンポジウム「難波宮と大化改新Ⅱ」

（大阪市博物館協会・大阪市立大学包括連携協定企画）

での研究報告を予定しており，その内容の検討・確認も

研究会内で進めているところである。

2008年に開始された萬年社調査研究プロジェクトは，

旧萬年社所蔵資料（図書類，引札類，ビデオテープ類，

紙・文書・印刷資料類）のうち，紙・文書・印刷資料，

ビデオテープ類の調査整理を行ってきた。これまでの整

理作業によって，以下の表の資料総数が明らかになった。

2013年度には，これまで未整理であった古ポスター類

約200点，1990年代ポスター1335点，雑誌類約100件

の資料の存在が明らかになり，それらの資料整理を行っ

た。2014年７月に，コレクションすべての目録が完成

し，ウェブ・データベースに編入した。

研究資金としては，吉田秀雄記念財団研究助成金

（2009-2010年度），外部研究寄付金（（株）毎日エス・ピー・

シー）（2010-2011年度），科学研究費補助金（データベー

ス作成事業：京都精華大学との共同研究）（2010・2011

年度），公益信託高橋信三記念放送文化振興基金（2010・

2011年度），大阪市立大学都市問題研究（2011年度），大

阪市立大学新産業創生研究（2011年度）を獲得してきた。

2012年度からは，科学研究費補助金（基盤 B（代表：

石田佐恵子，2012-2015年度），基盤 C（代表：竹内幸

絵，2012-2015年度））を獲得して現在も継続中である。

本研究は，今後，他の研究プロジェクト（大阪に焦点

をあてた広告史研究，テレビCM アーカイブ構築，日

本のテレビ文化史と広告史を接続する試み，本学新重点

研究Bなど）との接合により，より発展的な研究展開

を目指す段階に至っている。2015年4月には，目録完

成を記念し，第3回萬年社調査研究プロジェクト報告会

を開催する予定である。

2014年度の上方文化講座は，現在の文楽でも通しで

上演される名作『本朝廿四孝』（十種香・奥庭狐火の段）

に取り組んだ。

今年も学外非常勤講師として，竹本津駒大夫，鶴澤清

介，桐竹勘十郎の三師を迎え，文学研究科教員とともに，

8月27日から29日までの3日間（連日9:30～16:00），

大阪市立大学学術情報総合センター大会議室を会場にし

て，人形浄瑠璃文楽やその周辺，そして『本朝廿四孝』

の魅力を多角的に分析する授業を展開した。

応募者多数の中から抽選で選ばれた一般市民約110名

と，学生約40名が受講。素浄瑠璃の演奏（十種香の段）

や人形入りの実演（奥庭狐火の段）は大いに盛り上がっ

た。授業内容は以下の通り。

8月27日

Ⅰ 近松半二の浄瑠璃（久堀裕朗・大阪市立大学）

Ⅱ 『本朝廿四孝』解説（久堀裕朗）

Ⅲ 狐火伝承と諏訪の神（小林直樹・大阪市立大学）

Ⅳ ｢孝｣か｢不孝｣か― 二十四孝の系譜 ―（村田正博・

大阪市立大学）

8月28日

Ⅰ 『本朝廿四孝』〔十種香・奥庭狐火の段〕講読（久

堀裕朗）

Ⅱ 近世大坂の芝居町─宮地芝居と説教讃語─（塚田

孝・大阪市立大学）
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アーカイブス事業 （萬年社コレクションの

整理調査）

石田佐恵子（文学研究科教授，常任研究員）

上方文化講座2014〈本朝廿四孝〉

久堀裕朗（文学研究科准教授，常任研究員）



Ⅲ 『本朝廿四孝』─太夫・三味線の芸（竹本津駒大

夫・鶴澤清介）

Ⅳ 『本朝廿四孝』─太夫・三味線・人形の芸（竹本

津駒大夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）

8月29日

Ⅰ 文楽のオーディオ／ヴィジュアル─「見ること」と

「聞くこと」のあいだで─（海老根剛・大阪市立大学）

Ⅱ 本朝廿四孝と中国演劇─その後の孝子・董永─

（松浦恆雄・大阪市立大学）

Ⅲ 桐竹勘十郎師に聞く─実演をまじえて（桐竹勘十郎）

Ⅳ 文楽の至芸─太夫・三味線・人形，三業一体の舞

台（竹本津駒大夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）

①2014年度委員

川野英二（文学研究科准教授，社会学）

久堀裕朗（文学研究科准教授，国語国文学）

佐賀朝（文学研究科教授，日本史学）

祖田亮次（文学研究科准教授，地理学，編集委員長）

滝沢潤（文学研究科准教授，教育学）

長谷川健一（文学研究科講師，ドイツ語フランス語圏

言語文化学，17号編集主任）

平田茂樹（文学研究科教授，東洋史学）

イアン・リチャーズ（文学研究科准教授，英語英米文学）

②昨年度からの変更

・編集委員長 久堀裕朗（2013年度）

→ 祖田亮次（2014年度）

・編集主任 佐賀朝（2013年度）

→長谷川健一（2014年度）

UrbanScopeは，2010年6月の創刊以来，日本やア

ジアの都市・文化研究に関する翻訳10本，研究論文3

本，研究ノート1本を掲載してきた。2011年より国外

研究者による査読を実施し，国際的査読体制の確立に努

めている。2013年の5月15日から11月14日までの半

年と2014年の同じ時期の半年の間のデータを比較する

と，全体的に読者数と読書量が上がっている。英語圏で

は，従来のアメリカ，イギリスに加えて，オーストラリ

ア，カナダの読者増が見て取れる。これは，海外の日本

研究機関のWebサイトにUrbanScopeのURLをリン

クしてもらう等，地道な努力に拠るものである。

2014年度の取組としては，5月にUrbanScope5号を

刊行した。また，6号掲載予定の日本語論文2本の英訳

を依頼し，現在翻訳作業が行われている。さらに，投稿

論文に関して，応募が2本あった。

UCRC研究員や文学研究科教員の若手研究者を主対

象とした研究条件の向上策の一環として，今年度も科学

研究費補助金申請対策講座を実施した。今年度は，下記

の日程で，採択経験者の講師2名による講座を開催した。

両講師の申請・採択経験を踏まえた申請者書作成のポイ

ントや研究の進め方などについて，丁寧かつ貴重な情報・

資料，アドバイスをいただき，大変有意義な機会となった。

第1回（講師：仁木宏）

10月1日16:20～17:50（文学部棟1階142教室）

第2回（講師：高坂史朗）

10月6日16:20～17:50（文学部棟1階142教室）

2014年度に編集を進めた文学研究科叢書は，日本学

術振興会の「頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外

派遣プログラム」として採択された研究課題「東アジア

都市の歴史的形成と文化創造力」（2011～13年度）の総括

シンポジウムの諸報告を中心に構成する形で企画された。

編集委員会は，当初，井上徹，仁木宏，松浦恆雄をメ

ンバーとし，仁木が委員長となったが，執筆予定者との

交渉や企画の再構成に，予想以上に時間を要したため，

2014年度中の刊行は見送った。委員会体制を強化する

ため，新たに野崎充彦，佐賀朝を編集委員にくわえ（委

員長は井上に交代），2015年度の刊行を目ざして，編集

作業を進めている。
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電子ジャーナルUrbanScope編集委員会

井狩幸男（文学研究科教授，常任研究員）

『都市文化研究』編集委員会

祖田亮次（文学研究科准教授，常任研究員）

科学研究費申請を支援する事業

滝沢 潤（文学研究科准教授，常任研究員）

文学研究科叢書 編集委員会

仁木 宏（文学研究科教授，常任研究員）



1.桑島穏「1950年代ガーナのアシャンティ州

における中高等教育と首長制社会」
（1）調査の概要

本プロジェクトの目的は，1950年代のガーナ・アシャ

ンティ州における社会権力たる首長（首長制）の特質と

その変容を，中高等教育との関わりから解明することに

あった。その端緒として，すでに入手していた植民地政

府の年次開発報告書，アシャンティ連合評議会議事録，

現地で発行されていた地方新聞の記事から開発政策全体

における教育分野の位置づけを分析した。

さらに，1950年代の植民地政府や地方役人の間で展

開された大学教育に係る政策議論を確認するため，2014

年2月26日から3月7日にかけて，ガーナの首都アク

ラにある国立公文書館およびガーナ大学で史料調査を実

施した。ガーナでの調査は個人的に初めてだったため史

料へのアクセスに時間を要したが，当該時期の大学設置

に関する報告書や書簡の一部を写真データに収めること

ができた。また，ガーナ現地における史料の所蔵状況や

目録（未刊行）を確認できたことは今後の研究にとって

有意義であった。

（2）成果の公表

調査および史料分析の結果は，以下の学位論文と口頭

発表により公表した。また，現在投稿準備を進めている

論文においても，本プロジェクトの成果を公表する予定

である。

・学位論文

YasukiKuwajima,PrempehCollegeandsocio-econo-

micdevelopmentinlatecolonialAsante.イギリス・

バーミンガム大学に提出していた修士論文。査読結果

に基づく修正と同時に，本プロジェクトで得た知見を

一部追記した。再度の査読を通過し，M.Phil.（B）

学位の取得が決定した。

・口頭発表

桑島穏「英領ゴールド・コーストおよびアシャンティか

らの目線」（澤田望氏報告「初期ナイジェリア新聞

（1880-1920）における記念・顕彰行為の記録 カリス

マから小さき者へ」に対するコメント報告），イギリ

ス帝国史研究会，於 大阪大学中之島センター，2013

年7月。

桑島穏「人材交流がもたらす開発：1950-60年代ガーナ

を事例に」，第5回「合同生活圏研究会」セミナー，

於 大阪市立大学，2014年7月。

（3）成果と課題

入手した史料の分析によって明らかとなったのは，植

民地政府が主導する開発政策の中で大学の設置が事業の

柱となっていたこと，アシャンティ州の地方新聞におい

ては高等教育が地元主導型の開発事業に貢献するビジョ

ンが描かれていたこと，である。とくに高等教育（を修

めた者）による開発事業への関与・貢献を求める声は，

地方新聞の記事から読み取ることができる。さらに，地

方新聞の記事から，同州の王プレンペ2世が実学志向の

中高等教育の発展を推進していたことが確認できた。そ

の背景には，首長・エリート（識字）層の間で共有され

ていた植民地政府主導の開発事業に対する警戒，さらに，

首長層が認識していた社会問題（若年層の都市部流入と

それに伴う既存首長制の流動化）に対する対処，といっ

た思惑が存在していたと考えられる。

今後は，王や首長が出席していたアシャンティ連合評
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2013年度ドクター研究員プロジェクト一覧

注）★マークが研究代表者。テーマはいずれも採用当初のもの

2014年度UCRC研究員プロジェクト一覧

注）★マークが研究代表者。テーマはいずれも採用当初のもの

2013年度ドクター研究員

プロジェクト成果報告



議会の議事録をさらに入手し分析することで，王や首長

の中高等教育に関する展望や生の声を再構成していく。

2.中嶋晋平「萬年社コレクションの資料を使っ

た関西の広告史に関する調査研究」
本プロジェクトでは，研究会の開催，資料調査，資料

集の刊行を行った。また本プロジェクトの成果に基づき，

本年11月に学会発表を行う。

（1）研究会

「放送メディア広告の文化研究会」（6月26日，大阪

市立大学文学部棟251教室，参加者10名程度）

テーマ：「食品CMの日常／非日常 ―日清食品とハウ

ス食品という二大在阪企業を中心に―」

大阪市立大学に所蔵される萬年社コレクションは，大

量の社史や制作資料，ポスターを含む紙史料のほか，テ

レビおよびラジオのCMを多く含んでいる。これらの

うち，テレビ／ラジオCMの史料を用いて，研究の可

能性を考えるために本研究会は企画された。

同時に，メディア資料のアーカイブ化がもたらす現代

的な視聴経験は，単純な「当時性」の再現に留まらない

メディア史的観点を有することを念頭に置いた。ここか

ら，本コレクションの特色に沿って資料を抽出し，普段

のテレビ／ラジオ視聴経験では実現し得ない，まとまっ

た数の視聴を行いながら，参加者とともに研究テーマに

ついて探る試みを行った。

この研究会では，本コレクションの所蔵広告史料のう

ち，最大数のクライアントである日清食品と，メディア

出稿自体の数が非常に多いと考えられるハウス食品の

2社を対象とした。このことで，以下の点に意義を見出

すことができる。1点目に，食品という身近なテーマと

そのテーマを取り扱う社会的イメージとしての広告を対

象にすることで，これまでのメディア・広告研究の大き

な課題であった素朴な日常との関わりを考慮できる点，

2点目に，この視点を実現するようなデータベース・アー

カイブのあり方を考えられる点，3点目に，東京中心に

なりがちなメディアの研究において，関西のまとまった

数の史料を活かせるという特色がある点の3つである。

具体的には，カレー（ルー）と，インスタントラーメ

ンという，日本の高度成長期を代表する食品二つを選定

した。特色としては，まず簡便さや手軽さの訴求と，

「手作り」「家庭的」の訴求が同時に行われているケース

が多々見られた。当該商品の普及率の推移や，消費量な

どの統計と対照して，カレーとラーメンでは，「食卓に

おける象徴的意味合い」を異なる形で発展させてきたこ

とがわかる。

参加者からは，特にカレーに関して，商品ごとに付さ

れたマーケティング・イメージとテレビCMの傾向が

一致する点が指摘された。このことから，より実際に迫

るためには，商品自体の持っていた社会的イメージの研

究を並行して行うべきだという意見があり，データベー

ス・アーカイブを用いた研究の一つの視点も示された。

（2）調査（実施期間：7－9月，場所：大阪市立大学経済

研究所棟429教室）

萬年社コレクションには600点を超える内部資料が含

まれており，資料の整理・データベース化を目的として

全資料の写真撮影を行った。これにより内部資料に関す

るデータベースはほぼ完成した。

（3）資料集『旧萬年社・社史資料集〈2013年度版〉』の

刊行

上述したデータベースに加えて，内部資料のうち日本

の近現代広告史あるいは関西の広告史研究にとって，重

要と思われる資料29点について，研究協力者とともに

文字起こしを行った。これに基づき，2014年7月，『旧

萬年社・社史資料集〈2013年度版〉』を刊行した。これ

は，2011年に続き2度目となるが，本資料集により，

関西の広告史ひいては日本の広告史研究の更なる発展が

期待される。

（4）学会発表

本プロジェクトの成果に基づき，2014年11月，日本

マス・コミュニケーション学会秋季研究発表会（於東洋

大学）において，「アジア・太平洋戦争期における宣伝

と広告業界―日本宣伝文化協会の活動を中心に―」とい

うタイトルで発表を行う。

3.小牧龍太「新しいモビリティとモビリティ

論の時代のメディア研究と映像社会学」
本プロジェクトでは，デジタルメディア・モバイルメ

ディア・エスニックメディア研究とMimiShellerらが

唱える「新しいモビリティ論のパラダイム」との接点を

探ることを目的とし，研究会の開催，学会等への継続的

な参加を軸とした活動を行った。プロジェクトの構成メ

ンバーは以下の通り（所属・学年はプロジェクト実施当

時）。

研究代表者：小牧龍太

研究協力者：ケイン樹里安（文学研究科社会学専修前期

博士課程2年），李天能（文学研究科社会学専修前期

博士課程2年）

指導教員：石田佐恵子

（1）研究会

「『越境する文化』のメディア研究会」と題した研究会
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を3回開催した。

・第1回 2013年5月24日 大阪市立大学文学部棟251

教室 参加者：伊地知紀子先生，石田佐恵子先生，ケ

イン樹里安，李天能，小牧龍太，他3名 報告（小牧

龍太「・InsufficientPrivileges・―在日日系ブラジル

人とデジタルメディア・モバイルメディア」）および

ディスカッション

・第2回 2013年7月3日 大阪市立大学文学部棟情報

編集室カフェコーナー 参加者：笹島秀晃先生，松井

広志（UCRC研究員），ケイン樹里安，李天能，小牧

龍太，他6名 報告1（ケイン樹里安「『複数のルー

ツを持つ人々』の SNSを介した関係性」），報告 2

（李天能「『ネット文化』の歴史と現在 ―越境するネッ

ト文化と境界としてのインターネット―」）およびディ

スカッション

・第3回 2013年8月2日 大阪市立大学学術情報総

合センターグループ研究室A号室 参加者：坂﨑基

彦（国立ソウル大学校社会科学大学言論情報学科博士

課程修了研究生），山中千恵先生（仁愛大学），石田佐

恵子先生，ケイン樹里安，李天能，他4名 報告（坂

﨑基彦「草創期におけるインターネット普及の日韓比

較 ―標準化・現地言語化を中心に―」）およびディス

カッション

（2）学会等参加

・DifferentialMobilities―MovementandMediation

inNetworkedSocieties 2013年5月8日～11日

ConcordiaUniversity（カナダ） 研究代表者が参加

し，研究成果の口頭発表を行った。

・カルチュラル・タイフーン2013 2013年7月13～14

日 東京経済大学 研究代表者が参加し，研究成果の

口頭発表を行った。

・ReframingtheGlobalConference/ReframingArea

StudiesDoctoralStudentSeminar:AnEastAsian

&Pan-AsianPerspective 2013年9月26日～28日

IndianaUniversity-Bloomington（米国）研究代表

者が参加して研究成果を基にした内容を報告し，教員

メンター（イリノイ大学・インディアナ大学の教員）

および他の参加者（イリノイ大学・インディアナ大学

の大学院生）から成果・発表内容に関するフィードバッ

クを得た。

・AssociationforAsianStudiesAnnualConference

2014年3月27日～30日 Philadelphia,Pennsylvania

（米国）研究代表者が参加し，研究成果の口頭発表を

行った。

（3）今後の展開・成果の発表

上述の研究会，学会参加，研究交流を通じて得た助言

や提案を各メンバーがそれぞれの研究に反映し，学術誌・

国際学会等に発表できる成果物に仕上げていくことが今

後の目標である。研究代表者は北米を拠点とする隣接領

域の研究者と協同し，2015年3月にシカゴで開催予定

のAssociationforAsianAmericanStudies年次総会

の公募パネルに応募することを企図している。また

「『越境する文化』のメディア研究会」は2014年度も継

続しており，8月22日に大阪市立大学梅田サテライト

を会場として第4回研究会が開催された。

4.木戸紗織「ルクセンブルク学研究会」
今年度，本プロジェクトは研究発表会の開催および機

関紙『ルクセンブルク学研究』第4号の刊行を行った。

本号には，論文1編，研究ノート2編，書評1編が寄せ

られ，その他，博士論文報告と2007年より開催してい

る過去13回の研究発表会の概要が掲載されている。こ

れを100部印刷し，国内およびルクセンブルクの大学や

研究機関へ配布した。

（1）研究発表会（参加者10名）

日 時：2013年7月27日（土）

場 所：立命館大学 朱雀キャンパス

発表者：

中村依莉子（一橋大学大学院）

「ルクセンブルク国家形成期における，言語とナショ

ナル・アイデンティティの関係の萌芽」

木戸紗織（研究代表者，UCRC研究員）

「多言語社会における言語選択と領域（domain）

の関係―ルクセンブルクの教会を事例として―」

田村建一（愛知教育大学）

「スル型表現とナル型表現―英語，ドイツ語，フラ

ンス語，ルクセンブルク語の対照―」

第一の発表（中村）は，現在の言語使用の枠組みを築

いたとされる1843年の初等教育法改正をめぐる議論を

通して，ルクセンブルクの多言語性の形成過程を明らか

にしようとするものである。発表者は，唯一のロマンス

語であるフランス語が多言語社会の形成に何らかの役割

を果たしたのではないかと考えており，本格的なフラン

ス語学習の導入が議論された1843年の初等教育法改正

に注目している。続く第二の発表（木戸）は，昨年度大

阪市立大学へ提出した博士論文をもとにした発表である。

ここでは，教会での言語使用について，ルクセンブルク

語とドイツ語は必ず他の言語と混用されるのに対し，フ

ランス語のみ単独で使用されうることが指摘されている。

先の発表同様，本発表でもルクセンブルクの三言語併用

におけるフランス語の特異性が浮き彫りとなった。最後

の発表（田村）では，英語，ドイツ語，フランス語，ル

都市文化研究 17号 2015年

170



クセンブルク語でどの程度スル型表現（人間が活動した

り認識したりする形の表現）が用いられるかという調査

を通して，ルクセンブルク語の特徴を明らかにすること

が試みられた。

（2）論文集『ルクセンブルク学研究』第4巻

（2013年12月25日刊行）

論文：田村建一

「認知をともなうスル型表現の使用―ルクセンブル

ク語を中心とする対照研究―」

研究ノート：中村依莉子

「ルクセンブルクにおける1843年教育法改正とフ

ランス語」

小川 敦

「言語の権利の変化―ルクセンブルクの事例より」

書評：木戸紗織「田原憲和著『ルクセンブルク語入門』」

上記のうち2編は，研究発表会での発表を基にしたも

のである。田村氏の論文は，『星の王子様』と『ピノッ

キオ』をもとに，スル型表現という観点からフランス語，

ドイツ語，ルクセンブルク語，英語，日本語，イタリア

語訳を丁寧に比較対照した論文である。中村氏，小川氏

の研究ノートは，多言語都市ルクセンブルクの特長でも

あり課題でもあるとされる複雑な言語使用について，言

語教育を行う側とそれを受ける側それぞれの視点から論

じたものである。そして，木戸（研究代表者）による書

評は，田原憲和氏によって2013年に大学書林より出版

された『ルクセンブルク語入門』に対するものである。

本書は日本初のルクセンブルク語の文法書であり，世界

的にも先駆的な試みである。

本論文集は，国内およびルクセンブルクの大学・研究

機関に送付されている。ルクセンブルクに関する研究成

果を広く公開する場として，新たな執筆者を募りつつ，

今後も継続して刊行する予定である。

5.石川優「ポピュラー文化研究における実践

と研究の架橋 ―「やおい/ボーイズラブ」を

対象として―」
（1）目的

本プロジェクトの目的は，男性間の恋愛を主題とした

女性向けの作品群である「やおい/ボーイズラブ（BL）」

を対象とし，実践と研究（という双方の視点）をつなぐ

ことである。「やおい/BL」をはじめとして，多様な実

践者（実作者，編集者，ファンなど）が関わって形成さ

れるポピュラー文化を対象とした研究において，実践者

の声は等閑視できない。このプロジェクトは，実践と研

究の架橋を通じて，ポピュラー文化研究全体を活性化さ

せることを目指すものである。なお運営は，三上雅子教

授（表現文化学専修）の指導のもと，研究協力者と共同

でおこなった。研究協力者は，東園子（大阪大学），木

下衆（京都大学），杉本＝バウエンス・ジェシカ（京都

精華大学），西原麻里（関西大学），秦美香子（花園大学）

の計5名である（五十音順，敬称略）。

（2）活動

プロジェクトの主軸は，シンポジウム「BLのカラダ―

マンガ表現にみる男性身体」の開催である。実施概要を

下記に記載する。2013年12月15日14時～17時，於京

都精華大学，登壇者（五十音順，敬称略）：えすとえむ

（マンガ家），杉本＝バウエンス・ジェシカ，西原麻里，

馬場伸彦（甲南女子大学），司会：石川優，参加者：85

名，主催：大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究

センター，京都精華大学国際マンガ研究センター，共催：

大阪腐女子研究会。また，シンポジウムの計画と総括の

ため，計9回の研究会を実施した（2013年4月29日，

6月2日，7月15日，8月25日，10月6日，11月2日，

12月5日，2014年2月2日，3月2日）。

（3）得られた成果

シンポジウムでは，やおい/BL文化を牽引する商業

BLマンガに焦点をあて，「男性身体の表現」を中心に

議論を交わした。男性間の恋愛が主題となるやおい/BL

において，男性キャラクターの身体がどのように表現さ

れているかは極めて重要な点である。男性身体に対する

創作姿勢や表現技法などに関する作家へのインタビュー

を中心に，やおい/BL表現の歴史的変遷，ゲイ向けマ

ンガや男性ヌード写真との（視点の）比較など，男性身

体の表現について多角的に議論し，フロアからはジェン

ダー研究の観点も加えられた。このシンポジウムで提示

された視点は，ポピュラー文化を扱う研究にとって示唆

を与えるものといえるだろう。

6.柴台弘毅「その歌声は誰のものか

―“VocaListener”を用いた歌唱表現に関

する研究」
（1）プロジェクトの概要

VocaListenerとは，独立行政法人産業技術総合研究

所によって開発された，録音された人間の歌声からその

歌い方を真似て，歌声を合成できる技術である。本プロ

ジェクトはVocaListener，VOCALOIDを事例に，音

声合成ソフトと人間の声・身体・歌唱表現の関係を理論

化することを目的として行われた，岡田正樹（UCRC

ドクター研究員），鍾允順（関西大学）との共同研究プ

ロジェクトである。本プロジェクトは，小川博司（関西

大学教授）主催「『声』の諸問題を研究するプロジェク

ト」の一環としてスタートし，同プロジェクトと連携し
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ながら研究を進めた。また，考察を深めるため機材を調

達し，インディーズシーンで活躍するヴォーカリストを

招き音声合成にかんする実験を行った。

（2）活動の実績

2013年度は，計8回の研究会（うち1回は公開形式）

と計2回の実験を行った。研究会については，第1回

（6月20日）は研究体制や今後のスケジュール確認，文

献の選定を行った。第2回（7月25日）は読書会を開

催し，遠藤薫2013『廃墟で歌う天使―ベンヤミン『複

製技術時代の芸術作品』を読み直す』（現代書館）につ

いて議論を行った。第3回（8月25日）は読書会を開

催し，高木祐編2010『＜声＞とテクストの射程』（知泉

書館）について議論を行った。第4回～7回（9月26日，

11月8日，12月23日，2014年1月24日）は飯田豊編

2013『メディア技術史―デジタル社会の系譜と行方』

（北樹出版）など関連する複数の先行研究の整理，研究

ノート執筆に関する議論を行った。第 8回は 2014年

3月7日に大阪市立大学杉本町キャンパスにて，ゲスト

に谷口文和氏（京都精華大学ポピュラーカルチャー学部）

を招き公開形式で行った。当日の参加者は計 10名。

UCRC研究員による活動報告，谷口氏による音響技術

史からみた声，VOCALOIDについての問題提起，参加

者を交えた質疑応答であった。

実験については，第1回（5月15日）は実験のための

器材調整と制作楽曲の選定を行った。第2回（7月12

日）は大沼拓也氏（ヴォーカリスト）を招きヴォーカル

トラックのレコーディングを行い，音声合成にかんする

実験，および意見交換を行った。

（3）成果の公表

研究ノート「VOCALOID/VocaListenerにおける

�

声

�

と〈身体〉 関連研究の動向と今後の視座」，『関西

大学大学院 人間科学：社会学・心理学研究』80号：pp.

27-40.（柴台，岡田，鍾の共著）として公表した。

（4）今後の課題

プロジェクトでは，日本のポピュラー音楽市場（にお

けるアイドル，スター創出）の論理と結びつく形で，

VOCALOIDの声が生身の人間の声のように扱われてきた

ことを示し，さらに音楽言説において，その声がいかに語

られてきたのかを考察した。一方で，そのVOCALOID

を基盤として開発されたVocaListenerの声が，日本ポ

ピュラー音楽市場の論理とぶつかり合う可能性を示した。

本研究では，日本ポピュラー音楽市場の歴史・構造との

関連性を中心として考察を進めたが，今後は録音技術史・

録音メディア史一般にも視野を広げてVOCALOID（の

音声）を歴史的に位置づけてゆく必要がある。

1.長尾明日香「近代植民地都市における政治

と都市文化 ―特に代議制，民主主義との関

連で―」
（1）プロジェクトの目的

本プロジェクトの目的は，これまで歴史的経験の多様

さから共同研究があまり進展しなかった「近代植民地」

という枠組みでの歴史研究を，代議制，民主主義に関す

る表象や語りというテーマで繋ぐ試みを行うことである。

人種，民族構成が多様で，階層社会を基礎とするだけで

なく，植民地統治イデオロギーの影響を強く受けた近代

植民地における議会制や民主主義についての表象や言説

は，国民国家におけるそれらとは異なっていたのではな

いか。また遠隔地である植民地に一定の自治権を与える

上で，本国との関係を維持するため，本国は意識的に植

民地の代議制，民主主義に，植民地統治イデオロギーに

整合的な意味づけを行ったのではないか。これまで統治

制度史や市民革命史の枠組みで行われてきた植民地代議

制・民主主義史研究に，植民地における代議制，民主主

義に関する表象，言説の比較という新たな視点からの研

究を加え，発展させることが本プロジェクトの課題であ

る。

（2）プロジェクトの進捗状況

長尾はこれまでインド（ニューデリー，ムンバイ，プ

ネー，カルカッタ等），イギリス（ロンドン，オックス

フォード），アメリカ（ワシントンDC）等の文書館，

図書館等で19世紀インド西部の文書資料，報告書，同

時代出版物，二次文献等の史料調査を行ってきた。本プ

ロジェクトではまず，こうした手元にある資料と，国会

図書館等所蔵の英国議会文書や二次文献，デジタル資料

等を分析し，論文「植民地期インドにおける地方自治と

都市社会―19世紀ボンベイ州の事例―」を執筆し，そ

の中で19世紀中葉のボンベイ市政やボンベイ州政治を，

インド西部の在地的政治的伝統，ボンベイ州の植民地統

治の伝統の中に位置づけつつ，それらに関する言説を分

析した。

その過程で明らかになったのは，19世紀中葉のボン

ベイ市政の場が，欧州で高く評価される「公共心」をボ

ンベイ市民が他のインド人に先駆けて示す場とされたこ

とであり，またおそらく1870年代のイギリス王室訪印

を見据えて進められたボンベイ再開発事業にインド富裕

層が協力する場とされたことである。一方で，当初ボン
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ベイ市政に参加できたのは，当時，比較的統治に満足し

ていた商人や銀行家が中心であり，また教育を受けた階

層が少数ながら参加できたボンベイ州立法議会は植民地

支配の根幹であるイギリス本国の軍事費拠出要求に対し

発言権をもたず，また政府の活動に対する監視や議論，

農民の利益の代弁は疎まれた。

このように植民地統治下の19世紀インド西部におけ

る地方自治に関する言説は，国民国家におけるそれとは

大きく異なっており，今後は，インド他地域における地

方自治について研究を進めつつ，研究会でインド以外の

近代植民地や近代複合国家を専門とする研究者と議論を

行い，比較することが課題である。

（3）成果の発表

下記の論文が現在査読中である。

長尾明日香「植民地期インドにおける地方自治と都市社

会―19世紀ボンベイ州の事例―」

（4）研究会

テーマ：「近代植民地都市における政治と都市文化―特

に代議制，民主主義との関連で―」

日 時：2014年1月10日（土）13時～18時

場 所：コンベンションルームAP大阪駅前梅田一丁

目地下1階Ｃルーム

報告者：長尾ほか

参加者数：8名

2.松井広志「現代社会における「趣味」と

「仕事」に関する共同研究 ―模型製作者と

居酒屋経営者を事例に―」
（1）目的

本プロジェクトの目的は，趣味と仕事の関係に注目し

た調査によって，現代社会における文化や労働の意味を

再考することである。現代社会では文化と労働が密接に

関連しており，たとえば，自分の趣味を仕事にしていく

人々が注目されてきた（趣味の仕事化）。それに対し，

仕事に従事するなかで徐々にやりがいを見出し，仕事を

趣味のように楽しむ人々もいる（仕事の趣味化）。両者

は文化と労働が密接に関連した現代社会を象徴する現象

であり，それぞれに固有の経験が存在することが推測さ

れる。そこで，作業仮説として両者を別個の現象として

扱い，そこに固有の経験を記述したうえで比較検討して

くという視座が求められる。申請者である松井と上原が

これまで各々の個人研究で培ってきたコネクションを活

かし，共同研究というかたちで上記の課題に迫ることを

目的とする。調査対象となるのは，東京の模型製作者と

沖縄の居酒屋経営者である。

（2）内容

日本のホビー産業の大きな部分を占める模型だが，そ

こでの近年の変化のひとつに，個人による模型の製作代

行や完成品販売が見られる。その背景には，そもそも組

み立て作業に一定の技術と時間が必要であるという模型

の特性があるが，インターネット化を背景にしてネット

オークションなどによる製作販売が広がった。しかし，

こうした「仕事」からは一定の収入が得られるが，「本

業」にするのは困難が伴う。多くのモデラーは，他に本

職をもった「副業」として従事している。しかし，彼ら

の活動は，直接作らない者にまで模型を届けることにつ

ながっており，そうした意味ですでに模型をめぐる「文

化」の重要な一部に組み込まれている。

また，沖縄で居酒屋を経営する若者集団は，ある一人

の男性が居酒屋経営という目標を設定し，その目標に共

感したメンバーが一つの集団を形成したところから始まっ

た。そして彼らは，自らが学歴，収入の面で社会的資源

に乏しいことを自覚し，ネットワークという資源を最大

限にいかすという戦略を採用する。具体的にはさまざま

なイベントを企画・開催し，それを通じてネットワーク

を多様化・拡大させ，店の知名度をあげようという試み

である。こうした一連の活動を通じて，かれらの居酒屋

の経営スタイルが徐々にイベントサークルのような趣味

性を帯びはじめくる。要するに，居酒屋経営の手段であっ

たはずのイベント開催が目的化していくような，そのよ

うなプロセスが確認できる。

（3）実施状況

東京の模型製作者については，本年度後期に聞き取り

を中心とした調査を予定している。一方，沖縄の酒屋経

営者である若者集団については，すでに聞き取り調査お

よび参与観察を2回実施した。今年度の後半は，その整

理と分析に従事する。

3.木戸紗織「ルクセンブルク学研究会」
本研究会は2007年度にドクター研究員プロジェクト

「ルクセンブルク語コイネー（共通語）研究会」として

始まり，その後，研究対象をルクセンブルクに関するす

べての分野に広げ，包括的なルクセンブルク学研究を行っ

てきた。これまでに研究発表会を11回，シンポジウム

と招待講演会をそれぞれ1回ずつ開催している。今年度

は，研究発表会と，論文集『ルクセンブルク学研究』第

5号の刊行を計画している。

（1）第14回研究発表会

（ベルギー研究会との共催）

日 時：11月9日（日）13時半～17時半

場 所：西宮市大学交流センター

ニュース
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発表者：

石部尚登（日本大学）

「『方言』の書記化：ワロン語正書法の歴史から」

柴崎隆（金城学院大学）

「いわゆる“ライン方言（Reinisch）”の言語的特

徴 ―ケルン方言を中心に」

田原憲和（立命館大学）

「アントワーヌ・マイヤーはルクセンブルク語を

どのように見ていたか」

田村建一（愛知教育大学）

「ルクセンブルク語北部方言の特徴」

過去13回の研究発表会において，ルクセンブルクは

しばしばベルギーおよびスイスと比較されてきた。たし

かに，三ヶ国とも複数の公用語を持つという点では共通

しているが，ベルギーやスイスでは各言語の使用域が分

かれているのに対し，ルクセンブルクでは三つの言語が

地域の別なく話されている。このような違いは，単言語

話者，多言語話者という個人のレベルだけではなく，ル

クセンブルクでは国家が常に複数言語を使用する必要が

あるのに対し，ベルギーやスイスでは多くの場合国家が

一言語でしか対応しないという，公的なレベルにも表れ

ている。しかし，これらの相違点を勘案することなくル

クセンブルクをベルギーやスイスと比較するため，しば

しば議論の食い違いが生じていた。そこで今年度は，こ

のような問題を解消するために，2007年よりベルギー

に関して幅広い研究を行っているベルギー研究会と合同

で研究会を開催した。ベネルクスと言われる通り，ルク

センブルクとベルギーは歴史的，経済的なつながりが非

常に強く，大公家の婚姻などでも密接な関係にある。こ

の合同研究会を通して互いの事例について理解を深める

とともに，両者の共通点，相違点について議論し，最終

的には今後の共同研究の可能性についても検討した。

（2）論文集『ルクセンブルク学研究』第5号

1.論文および研究ノート

2.上記研究会報告

（投稿期限：11月末）

本プロジェクトはルクセンブルクを対象としているが，

そこで取り上げられるテーマは，第二（第三）外国語学

習や外国籍の子どもに対する語学教育の在り方など，日

本やその他の多くの国々に共通するものである。したがっ

て，研究発表会や論文集を通じて研究成果を公開するこ

とで，様々な分野の研究者に広く発信し問題意識を共有

することが，本プロジェクトの目的である。ベルギー研

究会との合同研究はその一環であり，今後スイスやその

他の分野とも交流を図りたいと考えている。

4.石川 優「ポピュラー文化の受容過程にお

ける意味生成に関する研究 ―同人誌の書誌

形態分析をとおして―」
（1）目的

近年，ポピュラー文化の受容者による実践に対する学

術的関心が高まっている。従来，こうした実践を扱う研

究の多くは，実践する「人」，それによってつくられた

テクストの「内容」，その背景にある「社会」に着目し

てきた。しかし，実践者がつくり出したテクストの「も

の」としての側面については，研究の蓄積が充分である

とはいい難い。

そこで本プロジェクトは，二次創作同人誌を「書物」

として分析することで，現代においてポピュラー文化が

どのようにまなざされ，意味づけられているのかを考察

する。ここでいう二次創作同人誌とは，マンガやアニメ

などの先行テクストを部分的に流用して制作された自費

出版物を指している。ポピュラー文化のファンによる諸

実践の中でも，二次創作同人誌は歴史的，流通量的にも

極めて重要な位置を占めている。二次創作同人誌の書物

としての側面に着目することで，ポピュラー文化の受容

と先行テクストに対する意味づけの過程の検証が可能に

なると考えられる。この探究をつうじて，ポピュラー文

化の受容と意味生成の関係を明らかにすることが本プロ

ジェクトの目的である。

（2）方法

本プロジェクトでは，二次創作同人誌の書誌形態を分

析する。ここではとくに女性によってつくられる二次創

作同人誌を対象とし，書物としての体裁，表紙，作者名，

作品名，前書き，後書きなどの物語「本編」以外の要素

を分析の対象とする。

理論的枠組としては，ジェラール・ジュネットによる

「パラテクスト」概念を用いる。パラテクストとは，装

幀や帯，あるいは作者名，タイトルといった，テクスト

の受容と消費を読者に対して保証する生産物を意味する。

パラテクスト概念を用いることで，「先行するテクスト

をどのように読んだか」を検討し，「このテクストを誰

にどのように届けたいか」という受容者（同人誌の制作

者）の意図や感覚をたぐり寄せることが可能になる。

（3）これまでの成果と今後の予定

2014年8月15日と16日の2日間にかけて，「コミッ

クマーケット86」（東京国際展示場）にて資料収集とフィー

ルド調査をおこない，10月に追加の資料収集を実施す

る予定である。上記の資料を整理・分類し，その調査経

過を研究代表者が関わる研究会で随時報告する予定であ

る。研究会で得た指摘を研究にフィードバックさせつつ，

調査内容をさらに充実させ，『都市文化研究』への論文

投稿を目指す。
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